サムボーとその著作『牧業者への助言』─ モンゴルにおける遊牧生活を中心に─(林宏作教授退任記念号) by 烏仁其其格
は じ め に
モンゴルは20世紀の百年間において, 全く性格の異なる社会体制を経験
する｡ 1911年に中華帝国清朝の支配から離脱したあと, 約70年間社会主義










商業, 軽工業, 交通などの産業が急速に伸長してゆく｡ 70年代に入ると,
工業は牧畜業に替り, GDPの１位となった｡ 遊牧経済が国内総生産に占
める比率は低下し, 1990年には15％となった｡ しかし, 90年代初め, 民主
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にも達する (Mongol ulus-un statisti-un emkidkel 1998：126｡ この資料
は毎年行われるモンゴル国勢調査の結果として刊行される統計集である｡
以下 ｢統計集｣ と略す)｡ それ以降, 遊牧の国内総生産に占める比率は低
下する傾向があるものの, 20062010年までは平均17.5％を保っていた
(同前 2012b：62)｡ 2011年の統計によると, いまだ遊牧は国内総生産の
約12.3％を産出し(同前), なお基本産業の位置を占め続けている｡
家畜総数は社会主義時期において2300万頭前後の一定した状態を保持し
ていた｡ 民主化以降は急増し, 2007年に4000万頭を突破したのだが (同前
2008：119), 2011年には3600万頭まで落ち込んでいる (同前 2012a：208)｡
2012年６月の統計公報によると, 今年は1333万頭の子畜を育成し, 前年同
期に比べ, 79万頭増えている (同前 2012c：28)｡
また家畜の世話をする遊牧民 (一般的に ｢牧民｣ にあたる と呼
ばれる場合が多いが, 以下牧民と略す) の数も著しく変化する｡ 社会主義
体制下では工業, 商業などの産業が推進されるにつれて, 人口が都市に集
中し, 地方人口は減少した｡ 特に牧民は1960年の19万人から1990年の14万
人まで減った｡ 体制移行後, 牧民の数が増え, 1997年に41万に達する (同
前 1998：150)｡ それ以後は減少するものの, 2008年に36万となった (同
前 2008：213)｡ 2011年の統計によると, 牧民は31万人余りを数え, 全国
労働者103万人の33％を占めている (同前 2012a：117｡ 2011年に全国人
口は281万だった)｡








る｡ さらに季節に応じた移動には, ウマ, ウシ, ラクダが騎乗, 荷車曳き,
荷駄積みなどに使用される｡ それによって牧民の生活需要がほぼ満たされ
ている｡ したがって遊牧生活のほとんどが, 家畜に依存しているといって
も過言ではない｡ 牧民は一定数の五畜を保有し, 自然環境, 季節変化, 地




は寒くて長く, 夏は暑くて短い｡ 降水量が少なく, 平均年間200ミリで,





れたことが知られている｡ 封建領主ト・ワン (17971868) は自ら 『ト・
ワンの教え』 を著することによって, 領内 (現在のモンゴル国ドルノド県
内) のあらゆる資源を利用し, 新しい産業を開発し, さらに牧民へ遊牧の
技術を普及し, 生活生産を立て直そうとしたと評価されている (小貫
1993：59)｡ 上記文書については, その出現, 背景, 意義, さらにその著
者であるト・ワンに関する研究が相当の成果を挙げている (小貫 1993,
岡 1997, 萩原 1999)｡ そして1945年に人民共和国ではサムボー (1895











識を体得した｡ 彼は1930年からトゥブと, エムヌゴビ両県 (モンゴル国の
行政区域は日本の県にあたるアイマグ ayimaと, 郡に当たるソム sumu
がある｡ 以下県, 郡とそれぞれ訳す) 知事, 駐在ソ連大使, 外務省代理大
臣を経て, 54年から６期連続で人民大会幹部会議長1) を務める｡ そのかた







として, 家畜大量斃死, 災害への対処の失敗, 牧民の経験不足, 放牧地荒
廃, 過放牧など, 多くの問題に直面することになる｡ 2001年当時首相だっ
たエンフバヤル (1958, 大統領在任 20052009年) からは, モンゴルが
生き残るためには遊牧を捨てなければならないという発言まで出された








本稿は, まず政治家としてのサムボーの略歴を述べ, 彼の著作 『牧業者



























の間で留学生派遣, 研究者招請, 貿易などの活動を展開させた (Sambuu















授与したことが記されている ( 1972 /5 /25a)｡
そのあとサムボーは, 駐在朝鮮民主主義人民共和国大使 (195051), 外
務省代理大臣 (195154) を経て, 1954年から６期連続で人民大会幹部会
議長を務めて幅広く活動した (附録２参照)｡ 彼は毎月１回の割合でモン
ゴル人民革命党大会, 中央委総会, 及び人民大会選挙会など, さまざまな
会議に出席したり, 発言したりした｡ また各県を視察し, 各県の人民大会








前)｡ 民主化以降も彼に対する評価は高い｡ 2000年版の 『モンゴル大百科
事典』 にはサムボーの事跡が載せられ, また 『20世紀モンゴルの政治社会
国際文化論集 №47
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の功臣』 にも彼の写真入りの略歴が紹介されている (Bolodbaatur 2004：
246)｡ 2007年にはモンゴル国・社会の優れた功労者としてサムボーの像
がウランバートル市で新たに立てられた ( 2007 /11 /No 40)｡ 碑文
にはモンゴル人民革命党元書記長ツェデンバル (191591) と, モンゴル
















牧畜業先進青年第１回集会 (1958), 農牧経済大学卒業式 (1963), ｢家畜
の放牧はすばらしいことである｣ ゴビ・アルタイ県宣伝集会 (1968) など,



















著した｡ 37年には 		(牧民の経験), 駐在ソ連大使だった






ている｡ サムボーの遊牧に関する論文や発言の一部分は Uqaulaqu tutum
uqaaran-a (宣伝すればするほど見識が広まる) に収められ, 2005年に出
版された｡ 『牧業者への助言』 は1987, 2001 年にそれぞれ再版され, モン
ゴル遊牧民の間で Sambuu-yin boro nom (サムボーの褐色の本) と親しま





彼らは, 遊牧の伝統的なやり方, 経験を十分に身につけていないため, 牧
畜業現場において極めて大きな過失を起こして深刻な被害を受けた｣ (同





モンゴル国元農牧省大臣ナランザルガル (20002003年在任) は ｢サム
ボーが長きにわたって蓄積された知識を収集して著書として残したのは,
モンゴルの伝統的な文化財産が伝承されるのに重要な役割を果たした｣ と























illaqu tuqai arad-tu 
sanaul-a sural であり, ｢牧畜経済においてど
のように働くのかについて牧民に与える助言｣ と直訳される｡ この著作は




ル文字で書かれ, 19章からなり, 383頁ある｡ 写真資料47枚と, 30種植物
の色刷りの図が載せられている｡ 他の版はキリル文字で出版された｡ 1987
年版は初版と同じく19章からなり, 152頁ある｡ 47枚の写真資料は省略さ
れた｡ 2001年版も同じく19章からなり, 171頁ある｡ 写真資料はそのまま
載せられたものの, 6枚が省略されている｡ 植物色刷りの図は白黒にされ






2001年版では第 118 章まで一致し, 第19章の家畜の病気についての部分
は, 各種病気の名を目次に項目として書き出している (同前 2001：170)｡
また両再版の所見本では落丁, 乱丁が見られた｡ 1987年版においては, 第
４章第７項目の26・27番の一部 (同前 1945：129) がそれぞれ脱落し,
残りが26番として合体された (同前 1987：55)｡ 第５章第１項目の19番




113) が抜けている (同前 2001：56)｡ また２ヶ所乱丁があり6)), １ヶ所
数字が違っている7)｡ しかし, 両再版において内容の改変はほとんど認め
られなかった｡ 初版の主旨を忠実に伝えようとしたことが推測できよう｡
なお, 2001年版では元国会議員トグトホ (20002003年在任) による著
者サムボーの紹介 (同前 3) と, 元農牧省大臣ナランザルガルが執筆し
た再版への前書きが加わっている (同前 9)｡ さらにサムボーの写真１枚





モンゴルでは季節の極端な移り変わり, 地形, 土壌, 降水量などの自然
条件によって, 北から高山帯, 山岳森林帯 (またはタイガ帯), 森林草原
帯 (または森林ステップ) へと次々変化し, さらに南下すると純草原帯
(またはステップ), 砂漠性草原帯 (または砂漠ステップ), そして砂漠が
現れる｡ これらの植物帯は, 『牧業者への助言』 において oi-tu keger-e
国際文化論集 №47
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(森林ステップ), keger-e (ステップ) と 	
	
(荒野あるいは半荒野) というように, ３つの自然地帯として総合されて
いる｡ この３つの自然地帯を基準とし, モンゴルはハンガイ (qangai 山
岳地帯の意味), ゴビ (obi 不毛の地の意味), ヘールタル (keger-e tal-a
平原の意味) の３地域 (以下 ｢自然の３地域｣ と略す) に区分される｡
ハンガイ地域は高山帯, 山岳森林帯, 森林草原帯の, ３つの植物帯から
なる｡ そこにはモンゴル・アルタイ山脈, ハンガイ山脈, ヘンティ山脈,
フブスグル山岳地域などが含まれ, 河川が多く, 水源が豊富で, 恵まれた
自然環境が備わっている｡ その広がりは全土の32％を占める｡ ゴビ地域は
砂漠性草原帯, 砂漠帯の２つの植物帯からなり, 国土の約42％にわたる｡



















された｡ それによると, 全国的に西部, ハンガイ部, 中央部, 東部の４部




第 34, 68 章ではハンガイ, へールタル, ゴビ地域それぞれにおける,
冬・春, 夏・秋の寒・暖季節別の五畜ごとの放牧, 季節に応じた放牧地選
定, 家畜交配・出産, 子畜育成, 去勢などの労働が細かく示されている｡
第 911 章では自然の３地域における家畜囲いや小屋, 井戸, 干し草, ソー
ダ (家畜に不可欠な塩分) などの準備が必要だというようなことが記述さ
れている｡ 第12, 1415 章では干ばつ, ゾド (, モンゴル独特の自然
災害を指す) などの自然災害から家畜を守って越冬する工夫が強調されて
いる｡ 残りの各章では五畜の乳, 毛皮・皮革, 毛, 柔毛などの加工・利用,
大型家畜の使役, 騎乗・運搬の道具作り, 旅, 逸走した家畜の捜索, オオ
カミ狩り, 家畜病気の予防, フェルト (isegei, ヒツジの毛を圧縮して作
る) 作り, ゲル (ger, 家の意味) の建て方, 子育て, 植物の利用, 食肉
の準備, 干し肉作り, イヌを飼う方法などが取り上げられている｡ いわば
『牧業者への助言』 の内容はモンゴルにおける遊牧生活の全体像を総合的
に示したものである｡ 前述の 『ト・ワンの教え』 にも遊牧については, 放




















秋の季節に短いズボンとシャツを着用し, 靴はなく, 裸足で暮らし, 冬は
旧い毛皮のデール (debel, モンゴルの伝統的な長い服)一着のみで過ごし






畜を放牧した｡ また家畜囲いを掃除したり, 季節が暖かくなると, アルガ








たが, 気にせずにいつも努力していたため, 近所の人々に ｢この子は口の











窪地, 低地のボタ (buta, Artemisia caespitosa Ldb), ボトルガナ (buduran-





シラルジ (i, Artemisia adamsii Bess), ユルフグ (	Agropyron
cristatum [L.] Gaertn) などの牧草が多く混じった放牧地を主にあてがう










えられる熟練した牧民であった (同前 1965：24)｡ サムボーの父親が放
牧のやり方を教えるときは, まず家畜に対する関心を引き出し, 観察力を
身につけさせるように心がけていた｡ サムボーを毎日家畜の放牧に行かせ
るとともに, 放牧から戻ってきたときは, 一日中どんな特徴のある, 何頭
の家畜と出会ったのか, それらの毛色はどうだったのか, 子畜を連れてい






た｡ 彼の父親は, その家畜がサムボー一家の家畜である, と近所の誰も一
目で分かるぐらい特徴のある家畜を揃えているのである｡ ウシは黒っぽい





くない, とさまざまに説明された (Sambuu 1965：24)｡ 最も重視される
理由の一つは, サムボー一家のような労働力が不足する家にとってはとて








































ヤギ, ラクダ, ウマを放牧し, それぞれの習性をよく把握したうえ, 牧草,





























の助言』 にも十分に反映されている (同前 1945：105114)｡
やがて夏が終り秋になったが, 領主にはサムボーを家に帰すという意思
が全くなかった｡ サムボーは引き続きヒツジ・ヤギの秋の放牧を担当させ
















































逓の勤務であった｡ 当時のモンゴルにおいては, ウマ, ラクダ, ウシによ






ル, 食糧, 燃料などのすべてを負担するのであった｡ 活仏君主制時代に至っ




サムボーは６ヶ月間そこで御者の任務にあたった (同前 63)｡ トメト駅
逓の主な仕事は, 活仏君主制政府の内務, 外務, 軍事, 大蔵, 法務５つの
省の官吏たちが移動する際に騎乗するウマを提供することだった｡ そのう






つしかなかった｡ 暑さに焼かれ, 寒さに凍え, 飢えと渇きにさいなまれる
こともしょっちゅうであった｡ ウマを調整するときは, 大臣や次官に, い


















































を作る, 家畜を秋のオトルへ行かせる, 逸走した家畜を捜索する, 牝ウマ
を捕まえて乳搾りをする, 荒っぽいウマを調教するなど, さまざまな牧畜
労働についてさらに体験を積み重ね, モンゴルにおける遊牧生活について
相当に詳しくなった (同前 77)｡ 元人民大会幹部会秘書長ゴトブ (1964
90年在任) は ｢モンゴル遊牧生活の伝統に詳しい人はサムボーをおいて,























の乳搾りを手伝うという (三秋 1991：204)｡ また三秋の調査では, 子ど
もの親が ｢遊牧民の子どもは五歳でヤギやヒツジの放牧ができ, 七歳にな








行うことが注目されている (風戸 2009：105)｡ また季節的な牧畜労働に
おいても十数歳の少年が主な労動力になったり, 介添えしたりしている｡
夏になると五畜がいっせいに搾乳期に入るため, 牧民にとって乳搾りは大
きな負担となる｡ その時, 16, 17歳の少年が精一杯手伝っていたという
(三秋 1991：75)｡ 冬季のウマのオトルにも若者の働きが欠かせない｡ 牧
民が５世帯のウマを預かってオトルに出かけた｡ そこにはウマを預けた５
世帯の若者が絶えず交代でやって来て, 寝泊まりをしながら労働力となっ


























べている｡ 親は ｢牧地は南の高い山ではなく, 東の小溪谷沿いの山すそに
し, あまり遠くへ行かないように｣ と具体的な指示をしている｡ 子どもは
父親のひとことひとことにうなずく｡ しかも下営している山岳地の地形や
牧地の状況について, 父親と話し合いが出来る基本的な知識を持っている
ことに驚いたという (三秋 1995：175)｡ また父親が夕方早く牧地からヒ
ツジ・ヤギを連れて帰った息子を激しく叱る場面に出会ったことを述べて















働をしばしば体験した｡ 春の家畜出産期, 夏の乳搾り, 秋のオトル, 冬の
オトルなど, 季節性が強い牧畜労働を協力して行なうのである｡ そのほか



















う｡ また毛刈り, 乳搾り, 移動など, 季節的な労働を協同で行なっている
という (日野 2001：98)｡ また同地域のスフバートル県で尾崎孝宏が行
なった1997年の調査によると, 牧民が息子２人, 娘婿２人の５世帯で協力
し, ウマ130頭, ウシ250頭, ヒツジ･ヤギ1200頭, ラクダ10頭を管理して





て助け合うという (三秋 1995：24)｡ 『牧業者への助言』 でも, 近隣の人々
が協力して行なうさまざまな牧畜作業に言及しており, 労働節約の必要性
が提唱されている｡ たとえば移動 (Sambuu 1945：33), ヒツジ･ヤギの
出産期 (同前 71), ウマの冬の放牧 (同前 78, 87), 井戸堀り (同前 151),
子畜育成 (同前 205), 毛刈り (同前 295), オオカミ狩り (同前 349)
などの際である｡ 遊牧生活の各場面で近隣する牧民が協力することによっ





















































り, 『牧業者への助言』 の著者サムボーの牧民時代の伝記を通じて, モン
ゴル遊牧生活における多岐にわたる知識や技術が体得・活用される有様を
明らかにしたものである｡ 今後, 『牧業者への助言』 が作られるに至った
経緯や, その具体的記述が現代の遊牧現場でどのように伝承されているの
か, などの課題を解明してゆきたい｡
なお, サムボーに関する研究としては, 2010年には Mary Rossabi によ
るサムボーの自叙伝の英語訳 (Herdsman to Statesman : The Autobiography of



















編された｡ ザサクト・ハン, サイン・ノヨン・ハン, トシェート・ハン, チェ
チェン・ハン４盟である｡
3) ｢真実｣ という意味で, 1920年にモンゴル人民革命党の機関紙として刊行
された｡
4) 所見の1987年版では, 第７章第１項目13番の牝ラクダの妊娠期間13ヶ月
15日 (Sambuu 1945：169) が13ヶ月13日となり (同前 1987：69), 第２
項目５番のハイガイ地域における牝ラクダの出産期３月十何日 (同前 1945：
170) が３月15日となっている (同前 1987：69)｡
5) 1987年版では,第２章第３項目９番の ｢murui ai-yi tegsile｣ (傾いてい
るのを直しなさい)部分 (同前 1945：35) が, ｢qan-a-yin eres-i tegsile｣
(側壁をまっずく揃えて直しなさい) と変えられた (同前 1987：15)｡ また
｢	
, 
｣ (すべて, 全部, これら, その) などの語が所々脱
落している｡
6) 所見の2001年版では, 第２章第１項目の1025番 (同前 2001：16) は,
2627番, 第２項目の 18 番 (同前 15) との乱丁がある｡ また第14章第１
項目の 19 番 (同前 131) と, 第２項目の 17 番 (同前 132) との乱丁が
ある｡
7) 2001年版では, 第７章第２項目13番のゴビ地域におけるヒツジの妊娠期
10月１日と, 出産期３月５日 (同前 1945：171) が, 10月15日と, ３月15
日とそれぞれ記されている (同前 2001：83)｡
8) http://www.pmis.gn (モンゴル国政府事務局) Ulus-un yeke qural-un
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Sambuu and his Book
	

A Study of the Nomadic Life in Mongolia

This paper considers Sambuu (18951972) and his widely-read work Advice
to the Nomadic Herder, published in 1945 in the People’s Republic of Mongolia,
in which he sets out his proposals for the nomadic life.
In the early part of his life, Sambuu was a herdsman. He acquired a wide
knowledge of nomadism including domestic animal pasturage through his per-
sonal experience as a nomad for more than 20 years. From 1930 he served as
the Prefectural Governor of Tov and Omnogovi, as Ambassador to the Soviet
Union, as Acting Minister of Foreign Affairs, and he was Chairman of the
Presidium of the Great Khural for six consecutive quarters from 1954. At the
same time, Sambuu left many books, including the masterpiece mentioned
above, in which he wrote down his knowledge of nomadism and the skills he
had acquired as a herder.
Despite changes in Mongolia’s social system, Sambuu continues to enjoy a
high evaluation, not only as a statesman, but also for his contribution to the no-
madic economy.
The first part of this paper gives a brief summary of Sambuu’s career as a
statesman, and also introduces his book Advice to the Nomadic Herder. The
second part analyzes Sambuu’s biography of his days as a herdsman, and exam-
ines the process through which Mongolian nomadic herders grow to maturity.
The paper shows the wide variety of knowledge and skills required for the no-
madic life in Mongolia that are utilized and acquired by experience.
